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^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
媛
県
庁
並
び
に
大
洲
市
役
所

及
び
関
係
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二
^

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
松
山
市
窪
野
町
乙

一
一
五
の
一
、
乙
一
一
五
の
二
、乙
一
一
五
の
一
一
、

乙
一
一
五
の
一
八
、
乙
一
一
五
の
一
九

_

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

窪
野
町
乙
一
一
五
の
一
・
乙
一
一
五
の
二
・

乙
一
一
五
の
一
一
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、乙
一
一
五
の
一
八
、

乙
一
一
五
の
一
九

]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
^

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
喜
多
郡
内
子
町
南

山
六
七
五
、
六
七
九
、
六
七
九
の
二
、
六
八
二
か
ら

六
八
四
ま
で

_

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

南
山
六
七
九
・
六
七
九
の
二
・
六
八
二
・
六

八
三
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四
^

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
喜
多
郡
内
子
町
寺

村
二
三
一
四
の
一
、
二
三
一
七
の
一
、
二
三
二
五
、

二
三
二
六
、
二
三
二
八

_

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
媛
県
庁
並
び
に
松
山
市
役
所

及
び
関
係
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
四
百
九
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一
^

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
久
万
高

原
町
西
谷
字
高
野
九
二
四
三
、
九
二
五
二

_

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

字
高
野
九
二
四
三
・
九
二
五
二
（
以
上
二
筆

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
四
十
三
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
附
則
第
二
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
横
浜
港
埠
頭
株
式
会
社
か
ら

港
湾
管
理
者
が
横
浜
市
で
あ
る
埠
頭
群
を
運
営
す
る
者
の
指
定
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
附
則
第
二
十
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
三
条
の
十
一
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
縦
覧
に
供
す
る
た
め
、

港
湾
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
八
号
）
第
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一

縦
覧
の
開
始
の
日

平
成
二
十
四
年
十
二
月
六
日

二

縦
覧
の
場
所
及
び
縦
覧
の
時
間

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
三
号
（
中
央
合
同
庁
舎
第
三
号
館
八
階
）

国
土
交
通
省
港
湾
局
港
湾
経

済
課

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で

横
浜
市
中
区
北
仲
通
五
丁
目
五
十
七
番
地
（
横
浜
第
二
合
同
庁
舎
十
四
階
）

関
東
地
方
整
備
局
港
湾
空
港
部
港

湾
管
理
課

午
前
九
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
四
十
二
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
佐
倉
都
市
計
画
事
業

酒
々
井
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

（
第
二
回
）
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
条
第
十
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
年
十
二
月
十
五
日
か
ら

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

千
葉
県
印
旛
郡
酒
々
井
町
飯
積
字
柳

作
、
字
台
上
、
字
鍛
冶
畑
、
字
惣
田
、
字
宮
田
、
字
宮

田
台
、字
藤
蕪
及
び
字
木
戸
脇
の
全
部
並
び
に
字
台
畑
、

字
場
際
、
字
竹
谷
津
、
字
原
山
、
字
川
免
、字
畑
ケ
尻
、

字
前
畑
、
字
入
道
作
及
び
字
新
山
の
各
一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

佐
倉
都
市
計
画
事
業

酒
々
井
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

千
葉
県
四
街
道
市
物
井
六
百
十

三
番
地

六

事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
年
十
二
月

十
五
日

七

事
業
計
画
の
変
更
（
第
二
回
）
の
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
四
百
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
南
川
字

ハ
タ
井
一
一
九
の
一
、
一
一
九
の
二
、
一
二
一
の
二
、

一
二
四
の
一
、
一
二
七
の
一
、
一
二
九
の
一
二
、
一
三

一
の
一
、
一
三
四
、
一
三
八
、
一
三
九
の
一
、
一
三
九

の
二
、
一
四
〇
の
一
、
一
四
〇
の
二
、
一
四
一
か
ら
一

四
三
ま
で
、
一
四
四
の
一
、
一
五
〇
、
一
五
一
の
一
、

大
字
唐
竹
字
大
関
四
二
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

ハ
タ
井
一
一
九
の
一
・
一
一
九
の
二
・
一
二

一
の
二
・
一
二
四
の
一
・
一
二
七
の
一
・
一
二
九

の
一
二
・
一
三
一
の
一
（
以
上
七
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
大
関
四
二
三

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
埼
玉
県
庁
及
び
飯
能
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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